
大阪府立桃谷高等学校 定時制の課程 多部制単位制Ⅰ・Ⅱ部 

ももだにプロジェクト（ももプロ）の取り組み 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路指導 
［進路総務部］ 

興味・関心や適性をふまえた 

主体的な進路決定ができる 

 

 

 

 

 

 

 

授 業 
［各教科］ 

 
基礎的・汎用的
能力の育成 
基礎学力の育
成と定着 

 

受講指導 
［教務部］［担任］ 

興味・関心や、将来の進路に基づいた 

主体的な科目選択ができる 

キャリア・カウンセリング 
［担任］［中退防止ＰＴ］ 

自尊感情・自己有用感・自己理解・職業理解・自己の将来像 

・自己実現への行動力の育み   

個別面談・声かけ・保護者との連携 

特活・総合 
［総合特活会議］ 

［生徒保健部］ 

【担任】 
進路・職業を知る 
基礎的・汎用的能力の育成 
 

進路指導担当者
によるコンサル
テーション 

 
適性を理解し、
自分の将来をデ
ザインする 

 

インターンシッ

プ・職場体験 
 

働く意義を実

感する 

 

「生きる力」の育成 

 

共通理解の促進 
課題の解決 
精査・検討 

 

［職員会議］ 

［運営委員会］ 

［各分掌］［各教科］ 

［支援検討委員会］ 

[いじめ対策委員会] 

［人権委員会］ 

［中退防止PT］ 

［総合特活会議］  
教育相談 
［生徒保健部］ 

支援教育 
 ［支援検討委員会］ 

 

規律指導 
［生徒保健部］ 

主体的な判断力を身につけるために 

 

○横断的・総合的な学習を通じて、自己の在

り方生き方を考える内容の充実させる 

○キャリア教育の視点で、内容や実施時間の

充実をはかる 

 

 

育成したい能力を育てる授業づくり 
 

各教科の特性を活かし以下の４つの基礎的汎用的能力の育

成にアプローチしていく 

①人間関係形成・社会形成能力 ②自己理解・自己管理能力 

③課題対応能力 ④キャリアプランニング能力 

 

受講ガイダンス※の充実 

 

○進路実現に必要な学習をプランニングする能力を育成 

○自己の学習状況を理解し、その課題に対応する能力の育成 

○生徒の興味・関心から個別の学習計画のサポート 

※受講ガイダンス…生徒が個々の時間割を作成する 

ための事前指導 

特別支援教育を必要とする生徒へのアプローチ 

 

○支援・配慮を要する生徒、就学に困難を持つ生徒の実態把

握のための調査 

○ケース会議や外部連携、個別の教育支援計画を活用した生

徒の個別支援 

○スクールソーシャルワーカー（SSW）の活用 

 

高校生活・学校生活への適応のためのサポート 

 

○スクールカウンセラー（SC）による面談 

○個々の生徒の実態に応じた相談・指導・支援 

 

次の社会の形成者としての素養を培う 

 

○公共のルールやマナー、規範意識、規則正しい生活習慣を

身につけさせる 

○他者を尊重し互いに認め合う気持ちを育む 

○きめ細やかな個別指導により「キャリア発達」を促す 

 

進路自己実現にむけて 

 

○正しい自己理解と職業観を身につけ、個性

に応じた将来の進路を選択し決定できる能

力の育成を図る 

○キャリア教育を充実させ生徒一人ひとりの

勤労観を育成する 

○就職希望者については卒業後の正規雇用の

道につなげる 

○進学希望者については将来を見据えた選択

ができるよう支援する 

 

社会的・職業的自立をめざし生徒の成

長や発達を促進する 

 

○生徒との人間関係の構築・深化 

○保護者や地域、各種専門機関との連携 

○生徒個人面談・保護者懇談・家庭訪問の 

実施 

○「生きる力」を育むための日々の教育活動を

通した継続的な働きかけ 

全職員で取り組む体系的・系統的な 

キャリア教育の体制づくり 

 

○キャリア教育推進のための中核組織である

“ももだにプロジェクト”（ももプロ）の充実 

○キャリア教育全体計画の作成・実施 

○教職員が共通認識を深められるよう校内 

研修の計画・実施 

○卒業に向けた支援 

○学校体制づくり 

三位一体の生徒指導 

課外活動 
［教務部］ 

［生徒保健部］ 

［クラブ顧問］ 

［教科担当者］ 

［担任］ 

 

基礎的・汎用的

能力の育成 

自主性や自己有用感を育むために 
 

○学校外活動での単位認定（高認や各種の資格検定試験な

ど）を通じて、生徒のキャリアアップを図る。 

○生徒会活動やクラブ活動などを通じて、コミュニケーショ

ン能力の向上や、自主性・成功体験・自己有用感を育む。 
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インクルー
シブ教育の

推進 
 

[担任] 

［各分掌］[各教科] 

［支援検討委員会］ 

［人権委員会］ 

［中退防止PT］ 

［総合特活会議］ 

 

合理的配慮 

基礎的環境整備 


